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⽝
論
衡
⽞
に
お
け
る
漢
事
に
関
す
る
考
察

凌

玲

要

旨
本
考
察
は
、
王
充
の
⽝
論
衡
⽞
に
お
け
る
漢
代
事
象
の
記
述
を
対
象
と
す
る
。
劉
盼
遂
や
黄
暉
に
よ
れ
ば
、⽝
論
衡
⽞
が
引
用
す
る
資
料
に
は
伝

世
の
正
史
の
み
な
ら
ず
逸
書
や
口
承
伝
承
も
含
ま
れ
、
正
史
と
異
な
る
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
⽝
論
衡
⽞
の

記
述
も
史
料
的
価
値
を
持
つ
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
恢
國
篇
・
講
瑞
篇
・
宣
漢
篇
・
驗
符
篇
の
四
篇
に
注
目
し
、⽝
漢
書
⽞⽝
後
漢
書
⽞

と
の
記
述
差
異
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、⽝
論
衡
⽞
に
は
王
充
独
自
の
取
材
・
取
捨
選
択
の
視
点
や
評
価
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
正
史
と
の
齟
齬

を
史
料
の
補
足
的
観
点
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

は
じ
め
に

劉
盼
遂
（
一
八
九
六
～
一
九
六
六
）
は
、
王
充
が
博
覧
強
記
で
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
参
照
し
た
資
料
の
多
く
が
既
に
散
佚
し
、
記
録
さ

れ
た
故
事
の
出
典
が
不
明
と
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
書
虚
篇
・
命
義
篇
・

刺
孟
篇
に
見
え
る
伍
子
胥
が
鼎
中
で
煮
ら
れ
た
と
の
記
載
は
、
正
史
に
は
確
認

で
き
な
い
と
い
う
⚑
。
そ
の
後
、
黄
暉
（
一
九
〇
九
～
一
九
七
四
）
も
、⽝
漢
書
⽞

と
の
記
述
の
齟
齬
を
指
摘
し
て
い
る
⚒
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
王
充
が
⽝
論
衡
⽞

に
お
い
て
引
用
し
た
資
料
が
、
伝
世
の
正
史
に
限
ら
ず
、
当
時
流
布
し
て
い
た

民
間
記
録
や
逸
書
、
あ
る
い
は
口
承
伝
承
な
ど
を
含
ん
で
い
た
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
。
実
際
、
近
年
で
は
⽝
論
衡
⽞
の
記
述
に
基
づ
い
て
歴
史
考
察
の
手

が
か
り
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
も
少
な
く
な
い
⚓
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
て

ば
、⽝
論
衡
⽞
に
お
け
る
記
述
は
、
少
な
か
ら
ず
史
料
的
な
価
値
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

本
考
察
で
は
、
王
充
が
漢
王
朝
を
賛
美
し
た
⽝
論
衡
⽞
の
篇
章
の
う
ち
、
特

に
正
史
と
し
て
扱
わ
れ
る
⽝
漢
書
⽞⽝
後
漢
書
⽞⚔
と
の
記
述
上
の
乖
離
が
顕
著

な
恢
國
篇
・
講
瑞
篇
・
宣
漢
篇
・
驗
符
篇
の
四
篇
に
注
目
す
る
。
こ
れ
ら
の
篇

は
、
い
ず
れ
も
漢
代
に
実
在
し
た
と
さ
れ
る
瑞
祥
や
符
命
と
い
っ
た
事
象
を
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扱
っ
て
お
り
、
漢
代
の
事
象
を
反
映
す
る
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
四
篇
の
記
述
を
精
査
し
、
正
史
と
の
比
較
を
通

じ
て
⽝
論
衡
⽞
に
お
け
る
記
録
の
補
筆
や
改
変
を
明
ら
か
に
し
、
王
充
の
独
自

の
取
材
・
取
捨
選
択
の
視
点
や
評
価
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。一

、⽝
論
衡
⽞
と
正
史
に
見
え
る
漢
事

⽝
論
衡
⽞
に
見
え
る
漢
事
と
正
史
と
を
比
較
す
る
と
、
表
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

表
の
よ
う
に
、⽝
論
衡
⽞
と
⽝
漢
書
⽞⽝
後
漢
書
⽞
の
相
違
と
し
て
、
特
に
祥

瑞
に
関
す
る
記
述
が
詳
し
い
か
否
か
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

表
の
第
二
欄
（⽝
論
衡
⽞
講
瑞
篇
）
の
第
一
項
目
で
は
、
鳳
凰
が
上
林
県
や
長
楽

宮
に
集
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
姿
ま
で
詳
し
く
描
写
さ
れ
、
さ
ら
に
麒
麟

の
出
現
に
も
触
れ
て
い
る
。
一
方
、
対
応
す
る
⽝
漢
書
⽞
の
記
述
は
、⽛
鳳
凰
が

ど
こ
に
現
れ
た
か
⽜
と
い
っ
た
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
祥
瑞
の
出

現
し
た
年
に
も
相
違
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
表
の
第
三
欄
（⽝
論
衡
⽞
宣
漢
篇
）

の
第
十
一
項
目
で
は
、⽝
論
衡
⽞
で
は
⽛
其
年
三
月
⽜（
そ
れ
が
五
鳳
四
年
に
当

た
る
）、
一
方
で
⽝
漢
書
⽞
で
は
五
鳳
三
年
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

⽝
論
衡
⽞
と
正
史
と
の
間
に
は
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
代
表
的
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⽝論衡⽞ ⽝漢書⽞ ⽝後漢書⽞
（恢國篇）
⚑、三年、零陵生芝草五本。
⚒、四年、甘露降五縣。
⚓、五年、芝復生六本。
⚔、黃龍見、大小凡人。

該当箇所無し （章帝紀）
⚑、建初三年、零陵獻芝草。
⚒、甘露降泉陵、洮陽二縣。
⚓、該当箇所無し
⚔、建初五年、有八黃龍見於泉陵。

（講瑞篇）
⚑、孝宣帝之時、鳳皇集于上林、後又於長樂之宮東門樹上、高五尺、
文章五色。周獲麟、麟似麞而角。武帝之麟、亦如麞而角。如有大鳥、
文章五色。
⚒、神雀、鸞鳥、皆眾鳥之長也。
⚓、王莽時有大鳥如馬、五色龍文、與眾鳥數十、集于沛國蘄縣。

（宣帝紀）
⚑、三月、詔曰、乃者、神爵五采以萬數集長樂、
未央、北宮、高寢、甘泉泰畤殿中及上林苑。
……十二月、鳳皇集上林。
⚒、神爵集雍
⚓、⽝漢書⽞に見えず

該当箇所なし

（宣漢篇）
⚑、治未平、氣未和。光武皇帝升封、天晏然無雲、治平氣應。
⚒、孝宣皇帝元康二年、凤皇集于太山、后又集于新平。
⚓、四年、神雀集於長樂宮、或集於上林、九真麒麟。
⚔、神雀二年、鳳皇、甘露降集京師。
⚕、四年、鳳皇下杜陵及上林。
⚖、五鳳三年、帝祭南郊。神光並見、或興子谷、燭耀齊宮、十有餘日。
⚗、明年、祭后土、靈光復至、至如南郊之時。甘露、神雀降集延壽萬
歲宮
⚘、其年三月、鸞鳳集長樂宮東門中樹上。甘露元年、黃龍至、見於新
豐、醴泉滂流。
⚙、明年、祭后土、靈光復至、至如南郊之時。
10、甘露、神雀降集延壽萬歲宮。
11、其年三月、鸞鳳集長樂宮東門中樹上。

（宣帝紀）
⚒、三月、詔曰、乃者鳳皇集泰山、陳留、甘露降
未央宮。…三月、以鳳皇甘露降集、賜天下吏
爵二級。
⚓、三月、詔曰、乃者、神爵五採以萬數集長樂、
未央、北宮、高寢、甘泉泰畤殿中及上林苑。
⚔、二年春二月、詔曰、乃者正月乙丑、鳳皇甘
露降集京師、群鳥從以萬數。朕之不德、屢獲
天福、祗事不怠、其赦天下。
⚕、宣帝紀に見えず
⚖、朕飭躬齊戒、郊上帝、祠后土、神光並見、或
興于谷、燭燿齊宮、十有餘刻。
⚗、宣帝紀に見えず
⚘、三月辛丑、鸞鳳又集長樂宮東闕中樹上、飛
下止地、文章五色、留十餘刻、吏民並觀。
⚙、宣帝紀に見えず
10、宣帝紀に見えず
11、（五鳳三年）鸞鳳集長樂宮東闕中樹上。

（光武紀）
⚑、中元元年二月辛卯、柴望岱宗、登封太山。

（驗符篇）
⚑、永平十一年、廬江皖侯國民際有湖。皖民小男曰陳爵、陳挺、年皆
十歲以上、相與釣於湖涯。挺先釣、爵後往。爵問挺曰、釣寧得乎。
挺曰、得。爵即歸取竿綸。去挺四十步所、見湖涯有酒罇、色正黃、
沒水中。爵以為銅也、涉水取之、滑重不能舉。挺望見、號曰、何取。
爵曰、是有銅、不能舉也。挺往助之、涉水未持、罇頓衍更為盟盤、
動行入深淵中、復不見。挺、爵留顧、見如錢等、正黃、數百千枝、
即共掇摝、各得滿手、走、歸示其家。爵父國、故免吏、字君賢、驚
曰、安所得此。爵言其狀。君賢曰、此黃金也。即馳與爵俱往。到金
處、水中尚多。賢自涉水掇取。爵、挺鄰伍並聞、俱競採之、合得十
餘斤。賢自言於相、相言太守。太守遣吏收取。遣門下掾程躬奉獻、
具言得金狀。
⚒、永昌郡中亦有金焉、纖靡大如黍粟在水涯沙中。
⚓、建初三年、零陵泉陵女子傅寧宅、土中忽生芝草五本、長者尺四五
寸、短者七八寸、莖葉紫色、蓋紫芝也。太守沈酆遣門下掾衍盛奉獻。
皇帝悅懌、賜錢衣食。詔會公卿、郡國上計吏民皆在、以芝告示天下。
天下並聞、吏民歡喜咸知漢德豐雍瑞應出也。
⚔、四年、甘露下泉陵零陵洮陽始安冷道五縣，榆柏梅李、葉皆洽薄、
威委流漉、民嗽吮之、甘如飴蜜。
⚕、五年、芝草復生泉陵男子周服宅上、六本、色狀如三年芝、並前凡
十一本。
⚖、湘水去泉陵城七里、水上聚石曰燕室丘、臨水有俠山、其下岩淦、
水深不測。二黃龍見、長出十六丈、身大於馬、舉頭顧望、狀如圖中
畫龍。燕室丘民皆觀見之。去龍可數十步、又見狀如駒馬、小大凡六、
出水遨戲陵上、蓋二龍之子也。並二龍為八。出移一時乃入。
⚗、宣帝時、鳳皇下彭城、彭城以聞。宣帝詔侍中宋翁一。翁一曰、鳳
皇當下京師、集於天子之郊、乃遠下彭城、不可收、與無下等。宣帝
曰、方今天下合為一家、下彭城與京師等耳、何令可與無下等乎。令
左右通經者、語難翁一。翁一窮、免冠叩頭謝。

⽝漢書⽞に見えず （明帝紀）
⚑、是歲、漅湖出黃金、廬江太守以獻。（志 郡国五）
⚒、博南永平中置。南界出金。

（章帝紀）
⚓、是歲、零陵獻芝草。
⚔、是歲、甘露降泉陵。洮陽二縣。
⚕、零陵獻芝草。
⚖、有八黃龍見於泉陵。
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凌
⽝
論
衡
⽞
に
お
け
る
漢
事
に
関
す
る
考
察

⽝論衡⽞ ⽝漢書⽞ ⽝後漢書⽞
（恢國篇）
⚑、三年、零陵生芝草五本。
⚒、四年、甘露降五縣。
⚓、五年、芝復生六本。
⚔、黃龍見、大小凡人。

該当箇所無し （章帝紀）
⚑、建初三年、零陵獻芝草。
⚒、甘露降泉陵、洮陽二縣。
⚓、該当箇所無し
⚔、建初五年、有八黃龍見於泉陵。

（講瑞篇）
⚑、孝宣帝之時、鳳皇集于上林、後又於長樂之宮東門樹上、高五尺、
文章五色。周獲麟、麟似麞而角。武帝之麟、亦如麞而角。如有大鳥、
文章五色。
⚒、神雀、鸞鳥、皆眾鳥之長也。
⚓、王莽時有大鳥如馬、五色龍文、與眾鳥數十、集于沛國蘄縣。

（宣帝紀）
⚑、三月、詔曰、乃者、神爵五采以萬數集長樂、
未央、北宮、高寢、甘泉泰畤殿中及上林苑。
……十二月、鳳皇集上林。
⚒、神爵集雍
⚓、⽝漢書⽞に見えず

該当箇所なし

（宣漢篇）
⚑、治未平、氣未和。光武皇帝升封、天晏然無雲、治平氣應。
⚒、孝宣皇帝元康二年、凤皇集于太山、后又集于新平。
⚓、四年、神雀集於長樂宮、或集於上林、九真麒麟。
⚔、神雀二年、鳳皇、甘露降集京師。
⚕、四年、鳳皇下杜陵及上林。
⚖、五鳳三年、帝祭南郊。神光並見、或興子谷、燭耀齊宮、十有餘日。
⚗、明年、祭后土、靈光復至、至如南郊之時。甘露、神雀降集延壽萬
歲宮
⚘、其年三月、鸞鳳集長樂宮東門中樹上。甘露元年、黃龍至、見於新
豐、醴泉滂流。
⚙、明年、祭后土、靈光復至、至如南郊之時。
10、甘露、神雀降集延壽萬歲宮。
11、其年三月、鸞鳳集長樂宮東門中樹上。

（宣帝紀）
⚒、三月、詔曰、乃者鳳皇集泰山、陳留、甘露降
未央宮。…三月、以鳳皇甘露降集、賜天下吏
爵二級。
⚓、三月、詔曰、乃者、神爵五採以萬數集長樂、
未央、北宮、高寢、甘泉泰畤殿中及上林苑。
⚔、二年春二月、詔曰、乃者正月乙丑、鳳皇甘
露降集京師、群鳥從以萬數。朕之不德、屢獲
天福、祗事不怠、其赦天下。
⚕、宣帝紀に見えず
⚖、朕飭躬齊戒、郊上帝、祠后土、神光並見、或
興于谷、燭燿齊宮、十有餘刻。
⚗、宣帝紀に見えず
⚘、三月辛丑、鸞鳳又集長樂宮東闕中樹上、飛
下止地、文章五色、留十餘刻、吏民並觀。
⚙、宣帝紀に見えず
10、宣帝紀に見えず
11、（五鳳三年）鸞鳳集長樂宮東闕中樹上。

（光武紀）
⚑、中元元年二月辛卯、柴望岱宗、登封太山。

（驗符篇）
⚑、永平十一年、廬江皖侯國民際有湖。皖民小男曰陳爵、陳挺、年皆
十歲以上、相與釣於湖涯。挺先釣、爵後往。爵問挺曰、釣寧得乎。
挺曰、得。爵即歸取竿綸。去挺四十步所、見湖涯有酒罇、色正黃、
沒水中。爵以為銅也、涉水取之、滑重不能舉。挺望見、號曰、何取。
爵曰、是有銅、不能舉也。挺往助之、涉水未持、罇頓衍更為盟盤、
動行入深淵中、復不見。挺、爵留顧、見如錢等、正黃、數百千枝、
即共掇摝、各得滿手、走、歸示其家。爵父國、故免吏、字君賢、驚
曰、安所得此。爵言其狀。君賢曰、此黃金也。即馳與爵俱往。到金
處、水中尚多。賢自涉水掇取。爵、挺鄰伍並聞、俱競採之、合得十
餘斤。賢自言於相、相言太守。太守遣吏收取。遣門下掾程躬奉獻、
具言得金狀。
⚒、永昌郡中亦有金焉、纖靡大如黍粟在水涯沙中。
⚓、建初三年、零陵泉陵女子傅寧宅、土中忽生芝草五本、長者尺四五
寸、短者七八寸、莖葉紫色、蓋紫芝也。太守沈酆遣門下掾衍盛奉獻。
皇帝悅懌、賜錢衣食。詔會公卿、郡國上計吏民皆在、以芝告示天下。
天下並聞、吏民歡喜咸知漢德豐雍瑞應出也。
⚔、四年、甘露下泉陵零陵洮陽始安冷道五縣，榆柏梅李、葉皆洽薄、
威委流漉、民嗽吮之、甘如飴蜜。
⚕、五年、芝草復生泉陵男子周服宅上、六本、色狀如三年芝、並前凡
十一本。
⚖、湘水去泉陵城七里、水上聚石曰燕室丘、臨水有俠山、其下岩淦、
水深不測。二黃龍見、長出十六丈、身大於馬、舉頭顧望、狀如圖中
畫龍。燕室丘民皆觀見之。去龍可數十步、又見狀如駒馬、小大凡六、
出水遨戲陵上、蓋二龍之子也。並二龍為八。出移一時乃入。
⚗、宣帝時、鳳皇下彭城、彭城以聞。宣帝詔侍中宋翁一。翁一曰、鳳
皇當下京師、集於天子之郊、乃遠下彭城、不可收、與無下等。宣帝
曰、方今天下合為一家、下彭城與京師等耳、何令可與無下等乎。令
左右通經者、語難翁一。翁一窮、免冠叩頭謝。

⽝漢書⽞に見えず （明帝紀）
⚑、是歲、漅湖出黃金、廬江太守以獻。（志 郡国五）
⚒、博南永平中置。南界出金。

（章帝紀）
⚓、是歲、零陵獻芝草。
⚔、是歲、甘露降泉陵。洮陽二縣。
⚕、零陵獻芝草。
⚖、有八黃龍見於泉陵。



な
例
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
く
。

二
、
甘
露
降
五
県
、
延
壽
萬
歲
宮
、
鳳
凰
下
彭
城

表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、⽝
論
衡
⽞
と
正
史
の
間
に
は
、
同
一
の
漢
代
の
事

象
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
相
違
す
る
箇
所
が
多
数
存
在
す
る
。
以
下
、
そ
の

中
か
ら
比
較
的
顕
著
な
事
例
を
抽
出
し
、
検
討
を
加
え
た
い
。

⽝
論
衡
⽞
恢
國
篇
に
は
⽛
四
年
、
甘
露
降
五
縣
⽜（
四
年
、
甘
露
、
五
縣
に
降

る
）
と
あ
り
、⽝
論
衡
⽞
驗
符
篇
に
は
⽛
四
年
、
甘
露
下
泉
陵
零
陵
洮
陽
始
安
冷

道
五
縣
⽜（
四
年
、
甘
露
、
泉
陵
・
零
陵
・
洮
陽
・
始
安
・
冷
道
・
五
縣
に
下
る
）

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
王
充
は
甘
露
が
泉
陵
・
零
陵
・
洮
陽
・
始
安
・
冷
道
の
五

つ
の
県
に
降
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、⽝
後
漢
書
⽞
の
章
帝
紀
で
は
、⽛
是
歲
、

甘
露
降
泉
陵
、
洮
陽
二
縣
⽜（
是
の
歲
、
甘
露
、
泉
陵
、
洮
陽
二
縣
に
降
る
）
と

あ
り
、
同
じ
年
に
甘
露
が
降
っ
た
の
は
泉
陵
と
洮
陽
の
二
県
の
み
で
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
謝
承
に
よ
る
⽝
後
漢
書
⽞
で
は
⽛
吳
郡
沈
豐
為
零
陵
太
守
。
到

官
一
年
。
甘
露
降
泉
陵
、
洮
陽
五
縣
、
流
被
山
表
、
膏
潤
草
木
⽜（
呉
郡
の
沈
豊
、

零
陵
の
太
守
と
為
る
。
官
に
到
り
て
一
年
。
甘
露
、
泉
陵
・
洮
陽
の
五
県
に
降

り
、
流
れ
て
山
表
に
被
び
、
草
木
膏う

る
お

し
て
を
潤
す
（⽝
藝
文
類
聚
⽞
九
十
八
所

引
）
と
あ
り
、
呉
郡
の
沈
豐
が
零
陵
太
守
に
な
っ
て
か
ら
一
年
後
に
、
甘
露
が

泉
陵
・
洮
陽
な
ど
五
つ
の
県
に
降
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、⽝
論
衡
⽞
宣
漢
篇
に
は
、⽛
甘
露
、
神
雀
降
集
延
壽
萬
歲
宮
⽜（
甘
露
、

神
雀
降
り
て
延
壽
萬
歲
宮
に
集
ま
る
）
と
あ
り
、
甘
露
や
神
雀
が
延
壽
萬
歲
宮

に
降
っ
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、⽝
漢
書
⽞
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

龔
自
珍
⽝
瓦
錄
序
⽞
に
よ
る
と
、
前
漢
時
代
の
瓦
に
は
多
く
の
吉
祥
の
文
字
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
⽛
長
生
未
央
⽜
や
⽛
延
年
益
壽
⽜
と
い
っ
た
言

葉
が
並
べ
ら
れ
、⽛
延
壽
萬
歲
⽜
も
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
⚕
。
黄

暉
に
よ
れ
ば
⚖
、⽛
延
壽
萬
歲
⽜
は
秦
漢
時
代
の
瓦
当
（
屋
根
瓦
の
先
端
装
飾
）

に
も
見
ら
れ
、
こ
の
記
述
が
実
際
の
建
築
物
と
関
わ
っ
て
い
た
証
拠
と
み
な
す

べ
し
と
し
て
い
る
。⽛
萬
歲
殿
⽜
や
⽛
延
壽
觀
⽜
の
瓦
と
い
う
異
説
も
あ
る
が
、

こ
の
記
録
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、⽛
延
壽
萬
歲
宮
⽜
は
実
在
し
た
宮
殿
だ
と
思
わ

れ
る
。

さ
ら
に
、⽝
論
衡
⽞驗
符
篇
に
は
こ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
漢
の
宣
帝
の
時
、

彭
城
に
鳳
凰
が
現
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
宣
帝
は
こ
れ
を
吉
兆
と
し
て
受

け
止
め
た
が
、
侍
中
の
宋
翁
一
は
、
鳳
凰
は
本
来
、
都
で
あ
る
京
師
に
降
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
地
方
に
現
れ
て
も
意
味
が
な
い
と
反
論
し
た
。
す
る
と
宣
帝

は
、
天
下
は
一
家
で
あ
り
、
彭
城
も
京
師
と
同
じ
だ
と
返
し
、
経
書
に
詳
し
い

者
を
呼
ん
で
議
論
さ
せ
た
結
果
、
宋
翁
一
は
論
破
さ
れ
て
謝
罪
す
る
こ
と
に

な
っ
た
⚗
。
こ
の
こ
と
は
、
王
充
に
よ
り
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、⽝
漢
書
⽞

に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、⽝
漢
書
⽞
宣
帝
紀
に
残
さ
れ
た
記
述
を
確
認
し
た
い
。
神

爵
元
年
の
改
元
の
と
き
に
白
虎
や
鳳
凰
と
い
っ
た
瑞
祥
が
多
数
現
れ
た
と
記
さ

れ
、
宣
帝
は
⽛
朕
の
徳
な
ら
ず
⽜
と
謙
虚
な
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
も
、
民
に
恩

賞
を
与
え
た
⚘
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
実
際
に
は
瑞
祥
を
政
治
的
に
利
用
し
て
、

皇
帝
の
正
当
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
趙
翼

も
ま
た
⽝
廿
二
史
箚
記
⽞
に
お
い
て
で
、
宣
帝
や
章
帝
の
時
に
瑞
祥
が
多
く
現

れ
た
の
は
、
政
治
的
な
利
用
目
的
が
背
景
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
⚙
。
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こ
の
よ
う
に
、⽝
論
衡
⽞
と
正
史
に
見
ら
れ
る
祥
瑞
の
出
現
年
や
場
所
の
相
違

が
極
め
て
多
い
。
正
史
と
他
史
料
と
の
相
違
に
つ
い
て
、⽝
廿
二
史
箚
記
⽞の〈
小

引
〉（
序
文
）
に
お
い
て
、
趙
翼
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

惟
是
家
少
藏
書
、
不
能
繁
徵
博
採
、
以
資
參
訂
。
閒
有
稗
乘
脞
說
、
與
正

史
岐
互
者
、
又
不
敢
遽
詫
為
得
閒
之
奇
。
蓋
一
代
修
史
時
、
此
等
記
載
、

無
不
蒐
入
史
局
、
其
所
棄
而
不
取
者
、
必
有
難
以
徵
信
之
處
。
今
或
反
據

以
駁
正
史
之
訛
、
不
免
貽
譏
有
識
。

惟
だ
是
れ
家
に
藏
書
少
な
く
、
繁
し
く
に
徵
し
博
く
採
り
て
以
て
參
訂
に

資
す
る
こ
と
能
は
ず
。
閒
に
稗
乘
脞
說
有
り
て
、正
史
と
岐
互
す
る
者
は
、

又
た
敢
へ
て
遽に

わ

か
に
詫ほ

こ

ら
か
に
し
て
得
閒
の
奇
と
為
さ
ず
。
蓋
し
一
代
、

史
を
修
む
る
時
、
此
れ
等
の
記
載
は
、
蒐
め
て
史
局
に
入
れ
ざ
る
は
無
く
、

其
の
棄
て
て
取
ら
ざ
る
所
は
、
必
ず
以
て
徵
信
し
難
き
の
處
有
り
。
今
、

或
は
反
て
據
り
て
以
て
正
史
の
訛
り
を
駁
す
は
、
譏
り
を
有
識
に
貽の

こ

す
を

免
れ
ず
。

要
す
る
に
、
正
史
に
採
用
さ
れ
た
記
述
は
、
基
本
的
に
そ
の
信
憑
性
が
十
分

に
検
討
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
一
方
で
、⽝
論
衡
⽞
に
記
載
さ
れ
る
内

容
の
う
ち
、
正
史
と
異
な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
史
官
に
よ
っ
て
十
分
に
信
頼

に
値
す
る
と
判
断
さ
れ
ず
、
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と

は
、
史
料
の
性
質
に
応
じ
て
慎
重
に
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
考
察
で
は
、⽝
論
衡
⽞
を
正
史
の
訂
正
資
料
と
し
て
で
は

な
く
、
王
充
の
独
自
の
視
点
や
評
価
を
示
す
補
助
的
史
料
と
し
て
理
解
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
以
下
の
事
例
も
、
そ
の
よ
う
な
補
助
的
視
角
を
示
す
例
で

あ
る
。

三
、
天
晏
然
無
雲
、
張
湯
之
父
五
尺

光
武
帝
に
よ
る
泰
山
封
禅
に
関
す
る
記
述
は
、複
数
の
史
料
に
見
ら
れ
る
が
、

当
日
の
天
候
描
写
に
は
顕
著
な
違
い
が
あ
る
。⽝
論
衡
⽞
宣
漢
篇
に
は
、⽛
光
武

皇
帝
升
封
、
天
晏
然
無
雲
、
太
平
之
應
也
。
治
平
氣
應
⽜（
光
武
皇
帝
、
升
封
す
。

天
、
晏
然
と
し
て
雲
無
し
。
太
平
の
應し

る
し

な
り
。
治
平
の
気
応
ず
る
）
と
あ
り
、

当
日
は
晴
で
雲
ひ
と
つ
な
く
、
こ
れ
は
治
世
の
瑞
兆
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

⽝
後
漢
書
⽞
光
武
紀
で
は
、⽛
中
元
元
年
二
月
辛
卯
、
柴
望
岱
宗
、
登
封
太
山
⽜

（
中
元
元
年
二
月
辛
卯
、
柴
を
岱
宗
に
望さ

さ

げ
、
太
山
に
登
封
す
）
と
あ
り
、
記
述

内
容
は
日
付
の
み
で
あ
り
、
天
候
や
瑞
祥
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
晋

の
袁
宏
に
よ
る
⽝
後
漢
紀
⽞
に
は
⽛
中
元
元
年
二
月
辛
卯
、
上
登
封
於
太
山
、

事
畢
、乃
下
。
是
日
山
上
雲
氣
成
宮
闕
、百
姓
皆
見
之
⽜（
中
元
元
年
二
月
辛
卯
、

上
に
、
太
山
に
登
封
し
、
事
畢お

は
り
て
、
乃
ち
下
る
。
是
の
日
、
山
上
の
雲
気
、

宮
闕
を
成
し
、
百
姓
皆
之
を
見
る
）
と
あ
り
、
雲
が
宮
闕
の
形
を
成
し
、
多
く

の
者
が
そ
れ
を
目
撃
し
た
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、⽝
封
禪
儀
記
⽞⽛
建

武
三
十
二
年
、
…
…
車
駕
十
九
日
之
山
虞
、
國
家
居
停
、
百
官
布
野
。
此
日
山

上
雲
氣
成
宮
闕
、
百
官
並
見
之
。
二
十
一
日
夕
牲
時
、
白
氣
寬
一
丈
、
東
南
極

望
致
濃
厚
。
時
天
清
和
無
雲
。
瑞
命
篇
岱
嶽
之
瑞
、
以
日
爲
應
也
⽜（
車
駕
し
て

十
九
日
に
山
虞
に
之
き
、
國
家
居
停
し
、
百
官
、
野
に
布し

く
。
此
の
日
、
山
上

の
雲
気
、
宮
闕
を
成
し
、
百
官
並と

も

に
之
を
見
る
。
二
十
一
日
、
夕
牲
の
時
、
白
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気
、
寬
さ
一
丈
、
東
南
の
極
望
に
濃
厚
に
致
る
。
時
に
天
、
清
和
に
し
て
雲
無

し
。
瑞
命
篇
、
岱
嶽
の
瑞
、
日
を
以
て
應
と
為
す
な
り
）
に
よ
る
と
、
十
九
日

に
は
雲
が
生
じ
、
二
十
一
日
に
は
天
が
晴
れ
渡
り
雲
は
な
か
っ
た
と
い
う
詳
細

な
描
写
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
日
（
ま
た
は
封
禅
期
間
中
）
の
天
候
に
つ

い
て
、⽝
論
衡
⽞
は
⽛
晏
然
と
し
て
雲
な
か
っ
た
⽜、⽝
後
漢
紀
⽞
と
⽝
封
禪
儀
記
⽞

で
は
⽛
雲
が
発
生
し
宮
闕
の
形
を
成
し
た
⽜
と
あ
り
相
違
す
る
。

つ
ま
り
、⽝
論
衡
⽞
に
は
⽛
晴
天
無
雲
⽜
を
瑞
兆
と
し
、⽝
後
漢
紀
⽞
と
⽝
封

禪
儀
記
⽞
に
は
⽛
雲
気
成
宮
闕
⽜
と
い
う
現
象
を
吉
兆
と
し
て
い
る
。
両
者
の

瑞
兆
の
扱
い
方
の
相
違
が
、
史
料
の
性
格
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

次
に
年
号
に
つ
い
て
、⽝
論
衡
⽞
全
体
で
は
建
武
と
い
う
年
号
が
継
続
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
。
黄
暉
の
考
察
に
よ
れ
ば
10
、
封
禅
の
行
わ
れ
た
年
は
⽛
建
武

三
十
二
年
（
＝
中
元
元
年
）⽜
に
他
な
ら
な
い
が
、
史
料
に
よ
っ
て
表
記
が
異
な

る
。⽝
後
漢
書
⽞
本
紀
に
は
建
武
は
三
十
一
年
で
終
わ
り
、
翌
年
か
ら
⽛
中
元
⽜

に
改
元
さ
れ
た
。⽝
後
漢
書
⽞
祭
祀
上
に
は
明
確
に
⽛
建
武
三
十
二
年
＝
建
武
中

元
元
年
⽜
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
尊
楗
閣
碑
や
⽝
蜀
郡
治
道
記
⽞
な
ど
は
、⽛
建

武
中
元
二
年
⽜と
表
記
さ
れ
。
中
元
に
改
元
さ
れ
て
も⽛
建
武
⽜の
冠
称
が
残
っ

て
い
る
。⽝
漢
官
儀
⽞
に
は
中
元
元
年
の
事
績
は
⽛
建
武
⽜
の
一
部
と
見
な
さ
れ

る
。
要
す
る
に
、
こ
の
よ
う
な
元
号
の
表
記
揺
れ
は
、
改
元
移
行
期
に
お
け
る

習
慣
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
は
同
じ
年
を
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
例
外
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。⽝
論
衡
⽞
講
瑞
篇
に
い
う
。

人
見
叔
梁
紇
、
不
知
孔
子
父
也
。
見
伯
魚
、
不
知
孔
子
之
子
也
。
張
湯
之

父
五
尺
、
湯
長
八
尺
、
湯
孫
長
六
尺
。
孝
宣
鳳
皇
高
五
尺
、
所
從
生
鳥
或

時
高
二
尺
、
後
所
生
之
鳥
或
時
高
一
尺
、
安
得
常
種
。

人
、
叔
梁
紇
を
見
る
も
、
孔
子
の
父
た
る
を
知
ら
ず
。
伯
魚
を
見
る
も
、

孔
子
の
子
た
る
を
知
ら
ず
。
張
湯
の
父
は
五
尺
、
湯
の
長
さ
は
八
尺
、
湯

の
孫
の
長
さ
は
六
尺
な
り
。
孝
宣
の
時
、
鳳
皇
の
高
さ
五
尺
、
従
り
て
生

ず
る
所
の
鳥
、
或
い
は
時
に
高
さ
二
尺
、
後
に
生
ず
る
所
の
鳥
、
或
い
は

時
に
高
さ
一
尺
な
り
。
安
ん
ぞ
常
た
る
種
を
得
ん
や
。

劉
盼
遂
や
楊
樹
達
は
、⽛
張
湯
⽜
と
い
う
名
前
は
、
実
は
⽛
張
蒼
⽜
の
誤
記
と

し
て
い
る
11
。
と
い
う
の
も
、⽛
蒼
⽜
と
⽛
湯
⽜
は
発
音
が
似
て
い
て
、
王
充
は

書
籍
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
市
場
で
借
り
て
読
ん
で
記
録
し
た
の
で
、
間
違
え
た

可
能
性
が
高
い
か
ら
と
し
て
い
る
。
実
際
、⽝
史
記
⽞12
や
⽝
漢
書
⽞13
に
は
張
湯

の
話
は
出
て
こ
な
い
が
、張
蒼
の
父
に
つ
い
て
は⽛
身
長
が
五
尺
に
満
た
な
か
っ

た
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
王
充
の
記
述
で
は
⽛
五
尺
⽜
と
な
っ
て

い
て
、
こ
こ
に
は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⽝
睡
虎
地
秦
簡
⽞
倉
律
に
い
う
。

隸
臣
欲
以
人
丁
粼
者
二
人
贖
、
許
之
。
其
老
當
免
老
、
小
高
五
尺
以
下
及

隸
妾
欲
以
丁
粼
者
一
人
贖
、
許
之
。
贖
者
皆
以
男
子
、
以
其
贖
為
隸
臣
。

女
子
操
敃
紅
及
服
者
、
不
得
贖
。
邊
縣
者
、
復
數
其
縣
。

隷
臣
、
人
の
、
丁
粼
な
る
者
二
人
を
以
て
贖あ

が
な

は
ん
と
欲
す
れ
ば
、
之
を
許

す
。
其
の
老
な
る
も
の
は
當
に
免
老
と
す
べ
き
、
小
さ
き
こ
と
高
さ
五
尺

以
下
な
る
も
の
、
及
び
隷
妾
は
、
丁
粼
な
る
者
の
一
人
を
以
て
贖
は
ん
と
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欲
す
れ
ば
、
之
を
許
す
。
贖
ふ
者
は
皆
男
子
を
以
て
し
、
そ
の
贖
を
以
て

隷
臣
と
為
す
。
女
子
の
敃ひ

紅こ
う

を
操
り
服
す
る
に
及
ぶ
者
は
、贖
ふ
を
得
ず
。

邊
縣
な
る
者
は
、
復
た
其
の
縣
を
數
ふ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
隷
臣
（
奴
隷
身
分
の
者
）
が
身
体
の
丈
夫
な
男
子
二
人
を

身
代
わ
り
と
し
て
差
し
出
す
こ
と
で
、
自
ら
を
買
い
戻
す
こ
と
を
望
む
場
合
、

そ
れ
は
許
可
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
年
老
い
た
者
は
免
老
と
さ
れ
る
。
五
尺
以
下

の
者
や
隷
妾
（
女
性
奴
隷
）
に
つ
い
て
は
、
身
体
の
丈
夫
な
男
子
一
人
を
差
し

出
す
こ
と
で
買
い
戻
し
が
許
可
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、⽛
五
尺
⽜
は
法
律
上
、
寛
容
の
基
準
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
下
は

非
標
準
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
の
時
代
に
も
こ
の
⽛
五
尺
⽜

と
い
う
基
準
が
継
承
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、⽛
五
尺
未
満
⽜
は
単
な
る
小
柄
と

い
う
よ
り
、
労
働
能
力
の
不
足
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

改
め
て
前
述
し
た
講
瑞
篇
の
原
文
を
確
認
す
る
と
、⽛
見
た
目
で
は
人
の
価

値
は
判
断
で
き
な
い
⽜
と
い
う
こ
と
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、⽛
人

見
叔
梁
紇
、
不
知
孔
子
父
也
。
見
伯
魚
、
不
知
孔
子
之
子
也
⽜
と
い
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
さ
ら
に
⽛
張
湯
の
父
は
五
尺
、
本
人
は
八
尺
、
孫
は
六
尺
⽜
と
あ
り
、

世
代
に
よ
っ
て
身
体
的
特
徴
に
差
が
あ
る
こ
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

文
脈
を
踏
ま
え
る
と
、
王
充
は
あ
え
て
⽝
史
記
⽞
や
⽝
漢
書
⽞
に
記
録
さ
れ
た

⽛
不
満
五
尺
⽜
と
い
う
の
を
取
ら
ず
⽛
五
尺
⽜
と
記
し
た
の
も
考
え
ら
れ
る
、⽛
凡

人
か
ら
で
も
賢
人
が
出
る
⽜
と
い
う
王
充
の
主
張
に
よ
り
適
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
は
単
な
る
誤
記
の
ほ
か
に
王
充
は
あ
え
て
改
変
し

た
可
能
性
も
十
分
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

四
、

湖
出
黄
金

⽝
後
漢
書
⽞
明
帝
紀
は
、⽛
是
歳
、
漅
湖
出
黃
金
、
廬
江
太
守
⽜
と
い
う
一
文

の
み
で
、
永
平
十
一
年
（
六
十
八
年
）
の
巣
湖
出
黄
金
事
件
を
簡
潔
に
つ
い
て

記
し
て
い
る
。
一
方
、⽝
論
衡
⽞
驗
符
篇
で
は
、
こ
の
出
来
事
が
き
わ
め
て
詳
細

に
描
写
し
て
い
る
。

永
平
十
一
年
、
廬
江
皖
侯
國
民
際
有
湖
。
皖
民
小
男
曰
陳
爵
、
陳
挺
、
年

皆
十
歲
以
上
、
相
與
釣
於
湖
涯
。
挺
先
釣
、
爵
後
往
。
爵
問
挺
曰
、
釣
寧

得
乎
。
挺
曰
、
得
。
爵
即
歸
取
竿
綸
。
去
挺
四
十
步
所
、
見
湖
涯
有
酒
罇
、

色
正
黃
、
沒
水
中
。
爵
以
為
銅
也
、
涉
水
取
之
、
滑
重
不
能
舉
。
挺
望
見
、

號
曰
、
何
取
。
爵
曰
、
是
有
銅
、
不
能
舉
也
。
挺
往
助
之
、
涉
水
未
持
、

罇
頓
衍
更
為
盟
盤
、
動
行
入
深
淵
中
、
復
不
見
。
挺
、
爵
留
顧
、
見
如
錢

等
、
正
黃
、
數
百
千
枝
、
即
共
掇
摝
、
各
得
滿
手
、
走
、
歸
示
其
家
。
爵

父
國
、
故
免
吏
、
字
君
賢
、
驚
曰
、
安
所
得
此
。
爵
言
其
狀
。
君
賢
曰
、

此
黃
金
也
。
即
馳
與
爵
俱
往
、
到
金
處
、
水
中
尚
多
。
賢
自
涉
水
掇
取
。

爵
、
挺
鄰
伍
並
聞
、
俱
競
採
之
、
合
得
十
餘
斤
。

永
平
十
一
年
、
廬
江
の
皖
侯
國
の
［
民
］14
際
に
湖
有
り
。
皖
民
の
小
男
陳

爵
、
陳
挺
と
曰
ひ
、
年
皆
十
歲
以
上
、
相
ひ
與
に
湖
涯
に
釣
す
。
挺
、
先

づ
釣
し
、
爵
、
後
に
往
く
。
爵
、
挺
に
問
ひ
て
曰
は
く
、⽛
釣
す
も
寧
ん
ぞ

得
ん
や
⽜
と
。
挺
曰
は
く
、⽛
得
⽜
と
。
爵
即
ち
歸
り
て
竿
綸
を
取
る
。
挺

の
四
十
步
去
る
所
、
湖
涯
に
酒
罇
有
り
、
色
正
黃
に
し
て
、
水
中
に
沒
す

る
を
見
る
。
爵
以
て
銅
と
為
す
や
、水
を
涉
り
て
之
を
取
ら
ん
と
す
る
も
、
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滑
り
て
重
く
て
舉
ぐ
る
能
は
ず
。
挺
、
望
見
し
、
號
し
て
曰
は
く
、⽛
何
を

か
取
る
⽜
と
。
爵
曰
は
く
、⽛
是
に
銅
有
る
も
、
舉
ぐ
る
能
は
ざ
る
な
り
⽜

と
。
挺
、
往
き
て
之
を
助
け
、
水
を
涉
る
も
未
だ
持
せ
ず
、
罇
は
頓
衍
し

て
更
に
盟
盤
と
為
り
、
動
行
し
て
深
淵
の
中
に
入
り
、
復
た
見
え
ず
。
挺
、

爵
留
顧
す
る
に
、
錢
等
の
如
き
、
正
黃
な
る
、
數
百
千
枚
（
枝
）15
を
見
、

即
ち
共
に
掇
摭
（
摝
）16
し
、
各
々
手
に
満
た
す
を
得
、
走
り
、
歸
り
て
其

の
家
に
示
す
。
爵
の
父
國
は
、
故
免
吏
、
字
は
君
賢
、
驚
き
て
曰
は
く
、

安
れ
の
所
に
か
此
を
得
ん
⽜
と
。
爵
、
其
の
狀
を
言
ふ
。
君
賢
曰
は
く
、

⽛
此
れ
黃
金
な
り
⽜
と
。
即
ち
馳
せ
て
爵
と
俱
に
往
き
、
金
の
處
に
到
り
、

水
中
に
尚
ほ
多
し
。
賢
自
ら
水
を
涉
り
て
掇
取
す
。
爵
、
挺
の
鄰
伍
並
び

に
聞
き
、
俱
に
競
ひ
て
之
を
採
り
、
合
せ
て
十
餘
斤
を
得
。

⽝
論
衡
⽞
に
よ
れ
ば
、
廬
江
郡
皖
侯
国
の
少
年
陳
爵
・
陳
挺
が
湖
畔
で
釣
り
を

し
て
い
た
際
、
陳
爵
が
水
中
に
酒
壺
の
よ
う
な
物
体
を
発
見
し
た
。
引
き
上
げ

よ
う
と
す
る
も
重
く
、
陳
挺
が
手
を
貸
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
壺
は
深
淵
に
沈
み
、

代
わ
っ
て
多
数
の
黄
金
色
の
欠
片
が
現
れ
た
。
二
人
が
こ
れ
を
拾
っ
て
持
ち

帰
っ
た
と
い
う
。
陳
爵
の
父
・
陳
君
賢
が
黄
金
と
見
抜
き
、
現
場
に
戻
っ
て
回

収
し
た
。
さ
ら
に
近
隣
の
住
民
も
加
わ
り
、合
計
十
余
斤
が
得
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
記
事
は
、
発
見
者
の
名
前
、
金
塊
の
形
状
や
色
彩
、
数
量
な
ど
が
極
め
て

具
体
的
に
記
さ
れ
、
事
件
の
全
貌
を
詳
細
に
再
構
成
す
る
こ
と
で
き
る
。

続
い
て
、
事
件
の
後
半
の
記
録
を
確
認
し
よ
う
。

賢
自
言
於
相
、
相
言
太
守
。
太
守
遣
吏
收
取
、
遣
門
下
掾
程
躬
奉
獻
、
具

言
得
金
狀
。
詔
書
曰
、
如
章
則
可
。
不
如
章
、
有
正
法
。
躬
奉
詔
書
、
歸

示
太
守
。
太
守
以
下
、
思
省
詔
書
、
以
為
疑
隱
言
之
不
實
、
苟
飾
美
也
、

即
復
因
卻
上
得
黃
金
實
狀
如
前
章
。
事
寢
。
十
二
年
、
賢
等
上
書
曰
、
賢

等
得
金
湖
水
中
、
郡
牧
獻
訖
今
不
得
直
。
詔
書
下
廬
江
、
上
不
畀
賢
等
金

直
狀
。
郡
上
、
賢
等
所
採
金
、
自
官
湖
水
、
非
賢
等
私
瀆
、
故
不
與
直
。

十
二
年
、
詔
書
曰
、
視
時
金
價
、
畀
賢
等
金
直
。

賢
、
自
ら
相
に
言
ひ
、
相
は
太
守
に
言
ふ
。
太
守
、
吏
を
し
て
收
取
せ
し

め
、
門
下
の
掾
程
躬
を
し
て
奉
獻
せ
し
め
、
具
に
金
を
得
る
の
狀
を
言
ふ
。

詔
書
に
曰
は
く
、⽛
章
の
如
く
な
ら
ば
則
ち
可
。
章
の
如
く
な
ら
ず
ん
ば
、

正
法
あ
り
⽜
と
。
躬
書
詔
を
奉
じ
、
歸
り
て
太
守
に
示
す
。
太
守
以
下
、

詔
書
を
思
省
し
、
以
て
隱
し
て
之
を
言
ふ
こ
と
實
な
ら
ず
、
苟
く
も
美
を

飾
る
を
疑
ふ
と
為
す
や
、
即
ち
復
た
因
り
て
卻
つ
て
黃
金
を
得
る
の
實
狀

の
前
章
の
如
き
を
上
り
。
事
寢
ま
ず
。
十
二
年
、賢
等
上
書
し
て
曰
は
く
、

⽛
賢
等
、
湖
水
の
中
に
金
を
得
、
郡
牧
獻
じ
て
訖
る
も
金
（
今
）17
直
を
得

ず
。
詔
書
、
廬
江
に
下
り
、
賢
等
に
金
の
直
を
畀
へ
ざ
る
の
狀
を
上
れ
と
。

郡
、⽛
賢
等
の
採
る
所
の
金
は
、官
の
湖
水
自
り
し
、賢
等
の
私
瀆
に
非
ず
、

故
に
直
を
與
へ
ず
⽜
と
上
る
。
十
二
年
、
詔
書
し
て
曰
は
く
、⽛
時
の
金
價

を
視
て
、
賢
等
に
金
の
直
を
畀
へ
よ
⽜
と
。

陳
君
賢
は
こ
の
こ
と
を
ま
ず
郡
の
相
に
、
次
い
で
太
守
に
報
告
し
た
。
太
守

は
官
吏
を
派
遣
し
て
現
地
調
査
を
行
い
、
門
下
掾
の
程
躬
に
命
じ
て
黄
金
を
奉

献
さ
せ
る
と
と
も
に
、
発
見
経
緯
を
記
し
た
報
告
書
を
朝
廷
に
提
出
し
た
。
詔

書
の
や
り
取
り
の
中
で
、
朝
廷
側
は
初
報
告
の
内
容
を
疑
い
、
事
実
確
認
を
再
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要
求
し
た
結
果
、
再
調
査
報
告
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
事
件
は
一
旦
放
置

さ
れ
た
が
、
翌
年
に
な
っ
て
陳
君
賢
ら
は
改
め
て
金
直
の
支
給
を
求
め
、
最
終

的
に
詔
に
よ
り
時
価
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
驗
符
篇
に
は
地
方
か
ら
中
央
へ
の
情
報
伝
達
と
報
告
書
の
往

復
過
程
が
極
め
て
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
講
瑞
篇
・
宣
漢
篇
・
恢
國
篇
で

は
上
奏
の
や
り
取
り
が
詳
述
さ
れ
な
い
が
、⽝
漢
書
⽞、⽝
後
漢
書
⽞
の
記
述
に
よ

れ
ば
、
地
方
は
出
現
し
た
祥
瑞
を
中
央
に
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
18
、
そ
の
際

の
上
書
は
政
府
公
文
と
し
て
定
型
化
さ
れ
た
体
裁
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
巣
湖
出
黄
金
事
件
に
関
す
る
上
書
も
ま
た
、
正
式
な
公
文

形
式
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

王
充
は
⽝
論
衡
⽞
自
紀
篇
に
お
い
て
、
自
ら
の
官
歴
を
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

○
光
武
帝
・
建
武
二
十
二
年
（
四
十
八
年
）
二
十
二
歳

在
縣
位
至
掾
功
曹
、
在
都
尉
府
位
亦
掾
功
曹
、
在
太
守
為
列
掾
五
官
功
曹
行
事
。

縣
に
在
り
て
は
位
、
掾
功
曹
に
至
り
、
都
尉
府
に
在
り
て
は
位
も
亦
た
掾
功
曹

に
至
り
、
太
守
に
在
り
て
は
列
し
て
掾
五
官
功
曹
行
事
と
為
る
。

な
お
、
功
曹
は
郡
国
の
属
官
で
、
人
事
推
薦
・
功
労
記
録
・
文
書
事
務
を
担
当

す
る
19
。

○
章
帝
・
元
和
三
年
（
八
十
六
年
）
六
十
歳

充
以
元
和
三
年
徙
家
辟
、。
詣
楊
州
部
丹
陽
、
九
江
、
廬
江
。

充
は
元
和
三
年
以
て
家
を
徙
し
辟
け
て
、
楊
州
部
丹
陽
、
九
江
、
廬
江
に
詣
る

な
お
、
從
事
は
州
刺
史
の
属
官
で
、
文
書
管
理
・
監
察
業
務
を
司
る
20
。

○
章
帝
・
章
和
元
年
（
八
十
七
年
）
六
十
一
歳

後
入
為
治
中
、
材
小
任
大
、
職
在
剌
割
、

後
に
入
り
て
治
中
と
為
り
、
材
小
く
も
任
大
し
、
職
は
剌
割
に
在
り
。

な
お
、
治
中
從
事
史
は
刺
史
府
の
中
核
で
、
各
曹
の
文
書
を
統
括
す
る
21
。

こ
れ
ら
の
官
職
は
い
ず
れ
も
文
書
の
収
受
・
作
成
・
伝
達
に
深
く
関
わ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
特
に
従
事
・
治
中
は
州
レ
ベ
ル
で
の
監
察
と
記
録
管
理
を
担
当

し
、郡
国
か
ら
上
奏
さ
れ
た
文
書
や
事
件
記
録
に
直
接
触
れ
る
立
場
で
あ
っ
た
。

巣
湖
は
廬
江
郡
に
属
し
、
廬
江
郡
は
揚
州
刺
史
部
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
王
充

は
元
和
三
年
に
揚
州
部
の
従
事
と
な
り
、
丹
陽
・
九
江
・
廬
江
を
巡
歴
し
て
い

る
。
事
件
発
生
（
永
平
十
一
年
）
か
ら
約
二
十
年
後
で
あ
っ
た
が
、
州
治
に
保

存
さ
れ
る
上
奏
文
や
事
件
記
録
（⽝
後
漢
書
⽞
百
官
志
の
⽛
功
曹
史
⽜・⽛
從
事
⽜

職
掌
参
照
）
を
閲
覧
す
る
機
会
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
重
要
事
件
の
記
録
は
蘭
台
な
ど
の
中
央
文
書
庫
に
も
保
存
さ
れ
、
閲

覧
に
は
高
位
官
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
州
刺
史
部
の
従
事
・
治
中
と
し

て
管
内
文
書
を
管
理
し
た
王
充
は
、
管
轄
区
域
で
発
生
し
た
事
件
報
告
の
原
文

や
副
本
を
閲
覧
す
る
可
能
性
が
高
い
。

⽝
論
衡
⽞
驗
符
篇
に
お
け
る
巣
湖
出
黄
金
事
件
の
精
緻
な
叙
述
は
、
官
文
書
に

基
づ
い
た
再
構
成
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
王
充
の
長
年
に
わ
た
る
功
曹
・
従

事
・
治
中
と
し
て
の
経
歴
が
あ
り
、
官
文
書
の
照
合
と
い
う
実
務
経
験
を
通
じ

て
、
事
実
経
過
を
詳
細
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

本
考
察
に
お
い
て
は
、⽝
論
衡
⽞
四
篇
に
見
ら
れ
る
記
述
を
正
史
に
お
け
る
該

当
箇
所
と
比
較
し
、
そ
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
史
と
異
同

を
示
す
記
述
の
存
在
は
、⽝
論
衡
⽞
が
史
実
を
直
接
的
に
再
現
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
著
者
の
取
材
・
取
捨
選
択
の
視
点
を
強
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
史
と
の
齟
齬
は
必
ず
し
も
誤
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
王

充
の
思
考
と
評
価
軸
を
示
す
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
特
に
、
甘
露
降
五
県
・
延

壽
萬
歲
宮
・
鳳
凰
下
彭
城
と
い
っ
た
事
例
は
、
正
史
と
異
な
る
視
点
を
与
え
て

い
る
。
ま
た
、
巢
湖
出
黄
金
の
よ
う
な
詳
細
な
記
述
は
、⽝
論
衡
⽞
の
史
料
的
な

個
性
を
表
し
て
い
る
。
以
上
の
比
較
を
通
じ
て
、⽝
論
衡
⽞
が
同
時
代
の
正
史
に

記
さ
れ
た
事
象
に
対
し
、
独
自
の
選
択
と
解
釈
を
施
し
て
い
る
事
例
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

（
り
ょ
う

れ
い
・
中
国
文
化
論
研
究
室
)

注1

劉
盼
遂
⽝
論
衡
集
解
⽞⽛
王
氏
多
見
古
書
、
往
往
為
後
代
所
不
傳
。
故
論
衡
所
言
故

事
、
多
有
不
知
其
出
典
者
。
如
書
虛
篇
云
⽛
吳
王
夫
差
殺
伍
子
胥
、
煮
之
於
鑊
⽜。

案
周
秦
、
兩
漢
現
存
之
書
、
絕
不
見
子
胥
鑊
煮
之
事
。
惟
⽝
論
衡
⽞
此
篇
所
言
、

及
命
義
篇
云
⽛
屈
平
、
子
胥
、
楚
放
其
身
、
吳
烹
其
屍
⽜。
刺
孟
篇
云
⽛
比
乾
剖
、

子
胥
烹
、
子
路
醢
⽜、
是
必
王
氏
於
子
胥
伏
鼎
一
事
、
別
有
承
襲
、
非
出
壁
造
、
可

知
矣
。
兪
曲
園
未
能
通
較
前
後
、
遂
詆
為
仲
任
誤
記
、
蓋
難
免
汚
古
之
失
⽜

2

黃
暉
⽝
論
衡
校
釋
⽞⽛
仲
任
述
漢
事
、
多
不
同
漢
書
。
班
著
漢
書
、
與
王
作
論
衡
同

時
、
仲
任
不
得
據
以
為
文
。
據
終
軍
傳
改
此
、
失
之
⽜

3

た
と
え
ば
、
杨
妍
静
氏
⽛
試
論
⽝
論
衡
⽞
的
文
献
価
値
⽜（⽝
図
書
館
界
⽞
第
一
期
、

二
〇
一
一
年
⽜、
孫
焯
冉
氏
⽛
兩
個
高
句
麗
及
東
明
神
話
辨
析
-⽝
三
國
史
記
⽞
與

⽝
論
衡
⽞
吉
驗
篇
的
史
料
辨
析
（⽝
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
⽞
第
十
八
辑
、
二
〇
一
九

年
）

4

⽝
漢
書
⽞
は
前
漢
の
正
史
。
班
固
が
中
心
と
な
り
編
纂
。
も
と
を
父
・
班
彪
が
⽝
史

記
⽞
に
続
く
歴
史
書
と
し
て
開
始
。
班
固
は
獄
中
の
中
断
後
、
明
帝
の
勅
命
で
八

十
年
頃
に
官
選
史
書
と
し
て
完
成
。
没
後
、
妹
・
班
昭
や
馬
続
が
補
筆
し
現
在
の

形
に
。⽝
後
漢
書
⽞
は
范
曄
が
中
心
と
な
り
先
行
史
料
（⽝
東
観
漢
記
⽞⽝
後
漢
紀
⽞

等
）
を
取
捨
選
択
し
て
編
纂
。
本
紀
・
列
伝
は
完
成
し
た
が
志
は
未
完
。
南
朝
梁

の
劉
昭
が
司
馬
彪
⽝
続
漢
書
⽞
の
志
を
併
合
、
注
釈
を
付
し
て
現
在
の
形
に
。
後

漢
末
期
の
事
績
は
⽝
三
国
志
⽞
と
重
複
す
る
が
、⽝
三
国
志
⽞
は
一
世
紀
半
先
行
。

⽝
東
観
漢
記
⽞
は
同
時
代
編
纂
の
た
め
記
述
に
制
約
・
一
貫
性
の
欠
如
が
あ
り
、
民

間
の
単
独
史
家
に
よ
る
⽝
後
漢
書
⽞
編
纂
が
試
み
ら
れ
た
。
本
考
察
で
は
、
信
憑

性
が
認
め
ら
れ
る
⽝
漢
書
⽞⽝
後
漢
書
⽞
の
み
を
対
象
と
す
る
。

5

龔
自
珍
⽝
瓦
錄
序
⽞⽛
漢
氏
宮
殿
之
名
、
不
可
得
而
簿
錄
也
。
其
瓦
黝
以
溫
、
其
文

字
多
哀
麗
傷
心
者
、
觀
其
體
、
皆
深
習
八
體
六
技
者
之
所
為
、
非
盡
陶
師
之
為
也
。

夫
後
漢
祠
墓
之
刻
碑
、
皆
石
工
書
。
而
前
漢
瓦
文
、
乃
兼
大
小
篆
。
嘻
、
可
以
識

炎
運
之
西
隆
、
窺
劉
祚
之
東
替
也
矣
。
予
所
錄
五
十
有
五
。
曰
長
生
未
央
…
…
曰

延
年
益
壽
。
曰
延
壽
萬
歲
。
…
…
其
諸
家
箸
錄
有
之
、
而
予
未
見
者
三
、
曰
衛
屯
。

曰
掩
依
中
庭
。
曰
黃
山
⽜

6

黃
暉
案
：
秦
漢
瓦
當
文
字
載
有
延
壽
萬
歲
瓦
當
、
即
此
宮
此
物
也
。
或
以
為
萬
歲

殿
或
延
壽
觀
瓦
、
據
此
文
足
證
其
非
。

7

宣
帝
時
、
鳳
皇
下
彭
城
、
彭
城
以
聞
。
宣
帝
詔
侍
中
宋
翁
一
。
翁
一
曰
、
鳳
皇
當

下
京
師
、
集
於
天
子
之
郊
、
乃
遠
下
彭
城
、
不
可
收
、
與
無
下
等
。
宣
帝
曰
、
方

今
天
下
合
為
一
家
、
下
彭
城
與
京
師
等
耳
、
何
令
可
與
無
下
等
乎
。
令
左
右
通
經

者
、
語
難
翁
一
。
翁
一
窮
、
免
冠
叩
頭
謝
。

8

⽝
漢
書
⽞
宣
帝
紀
（
神
爵
元
年
）⽛
朕
承
宗
廟
、
戰
戰
慄
栗
、
惟
萬
事
統
、
未
燭
厥
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理
。
乃
元
康
四
年
嘉
穀
、
玄
稷
降
于
郡
國
、
神
爵
仍
集
、
金
芝
九
莖
產
於
函
德
殿

銅
池
中
、
九
真
獻
奇
獸
、
南
郡
獲
白
虎
、
威
鳳
為
寶
。
朕
之
不
明
、
震
於
珍
物
、

飭
躬
齋
精
、
祈
為
百
姓
。
…
…
朕
之
不
德
、
懼
不
能
任
。
其
以
五
年
為
神
爵
元
年
。

賜
天
下
勤
事
吏
爵
二
級
、
民
一
級
、
女
子
百
戶
牛
酒
、
鰥
寡
孤
獨
、
高
年
帛
。
所

振
貸
物
勿
收
。
行
所
過
毋
出
田
租
⽜

9

趙
翼
⽝
廿
二
史
箚
記
⽞⽛
按
宣
帝
當
武
帝
用
兵
勞
擾
之
後
、
昭
帝
以
來
與
民
休
息
、

天
下
和
樂
。
章
帝
承
明
帝
之
吏
治
肅
清
、
太
平
日
久
、
故
宜
皆
有
此
瑞
。
然
抑
何

鳳
凰
之
多
耶
。
觀
宣
帝
紀
年
以
神
爵
、
五
鳳
、
黃
龍
等
為
號
。
章
帝
亦
詔
曰
、
乃

者
鸞
鳳
仍
集
、
麟
龍
並
臻
、
甘
露
宵
降
、
嘉
谷
滋
生
。
似
亦
明
其
得
意
者
、
得
無

二
帝
本
喜
符
瑞
、
而
臣
下
遂
附
會
其
事
耶
⽜

10

黃
暉
案
：
建
武
三
十
二
年
、
即
中
元
元
年
。
範
史
本
紀
、
建
武
止
三
十
一
年
。
次

年
改
為
中
元
、
直
書
為
中
元
元
年
。
尊
楗
閣
碑
、
及
⽝
蜀
郡
治
道
記
⽞
並
云
⽛
建

武
中
元
二
年
是
隨
別
為
中
元
、
猶
冠
以
建
武
。
又
後
漢
書
祭
祀
志
載
封
禪
後
赦
天

下
詔
、
言
以
建
武
三
十
二
年
為
建
武
中
元
元
年
。
故
⽝
漢
官
儀
⽞
以
中
元
元
年
事

屬
之
建
武
。⽝
後
漢
書
⽞
祭
祀
志
注
⽛
岱
嶽
之
瑞
、
以
日
為
應
⽜
時
天
清
無
雲
、
則

日
應
也
、
故
云
。

11

劉
盼
遂
案
：
楊
樹
達
云
、
張
湯
為
張
蒼
之
誤
。
史
、
漢
湯
傳
不
見
此
事
、
惟
史
記
、

漢
書
任
敖
傳
記
張
蒼
父
長
不
滿
五
尺
、
蒼
長
八
尺
、
蒼
子
復
長
八
尺
、
及
孫
類
長

六
尺
余
。
則
此
湯
為
蒼
誤
無
疑
。
蓋
仲
任
家
貧
無
書
、
從
市
肆
借
讀
、
又
蒼
、
湯

音
近
、
故
誤
記
蒼
為
湯
爾
。

12

⽝
史
記
⽞
張
丞
相
列
傳
⽛
初
、
張
蒼
父
長
不
滿
五
尺
、
及
生
蒼
、
蒼
長
八
尺
餘
、
為

侯
、
丞
相
⽜

13

⽝
漢
書
⽞
張
周
趙
任
申
屠
傳
⽛
初
蒼
父
長
不
滿
五
尺
、
蒼
長
八
尺
餘
、
蒼
子
復
長
八

尺
、
及
孫
類
長
六
尺
餘
⽜

14

⽛
民
⽜
は
下
句
の
⽛
皖
民
⽜
に
涉
っ
て
衍
す
、⽝
太
平
廣
記
⽞
四
〇
〇
引
い
て
無
し
。

（
孫
人
和
）

15

⽛
枝
⽜
は
⽛
枚
⽜
の
形
近
の
誤
り
、⽛
枚
⽜
に
作
る
べ
し
。（
孫
人
和
）

16

⽝
太
平
廣
記
⽞
引
い
て
並
び
に
⽛
掇
摭
⽜
に
作
る
、
是
な
り
。（
孫
人
和
）

17

⽛
今
⽜
は
⽛
金
⽜
と
作
る
べ
し
。（
吴
承
仕
）

18

⽝
漢
書
⽞
郊
祀
志
に
⽛
自
高
祖
以
來
、
祥
瑞
屢
見
、
皆
有
以
告
也
⽜
と
あ
り
、⽝
後

漢
書
⽞
五
行
志
に
⽛
光
武
中
興
、
祥
瑞
屢
見
、
郡
國
輒
以
上
聞
⽜
と
あ
る
。

19

⽝
後
漢
書
⽞
百
官
志
に
⽛
有
功
曹
史
、
主
選
署
功
勞
⽜
と
あ
る
。
ま
た
、⽝
通
典
⽞

職
官
に
⽛
功
曹
書
佐
一
人
、
主
選
用
、
漢
制
也
。
其
司
隸
功
曹
從
事
史
、
兼
錄
眾

事
⽜
と
あ
る
。

20

⽝
續
漢
志
⽞
に
⽛
郡
國
有
從
事
、
主
督
文
書
、
察
主
非
法
、
皆
州
自
辟
除
、
故
通
為

百
石
⽜
と
あ
る
。

21

⽝
通
典
⽞
職
官
に
⽛
治
中
從
事
史
一
人
、
居
中
治
事
、
主
眾
曹
文
書
、
漢
制
也
⽜
と

あ
る
。

― 10 ―― 11 ―

凌
⽝
論
衡
⽞
に
お
け
る
漢
事
に
関
す
る
考
察


